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講演会記録
*
東 京 女 子 大 学 学 会 経 済 学 部 会 主 催 講 演 会
ユネスコで働くとは
―パリ本部、 バンコク・アジア太平洋事務所、 カトマンズ・カントリー
事務所の経験から―
菅野　琴
（元 ユ ネ ス コ ・ カ ト マ ン ズ 事 務 所 長）
日 時 ：2015 年 12 月 17 日 （木）10：55 － 12：25
場 所 ： 東 京 女 子 大 学 6 号 館 　6212 教 室
　 ユ ネ ス コ 本 部、 地 域 事 務 所、 カ ン ト リ ー オ フ ィ ス で の 長 年 に わ た る 幅 広 い 経 験
を も と に 菅 野 琴 氏 か ら 国 連 ・ ユ ネ ス コ の 仕 事 に つ い て 講 義 を し て い た だ い た。 ま
ず 国 際 連 合 が “ 全 て の 人 間 が 自 由 で あ り、 尊 厳 と 権 利 に つ い て 平 等 で あ る ” と う
た っ た 世 界 人 権 宣 言 の 精 神 で 設 立 さ れ、 ユ ネ ス コ も 教 育 ・ 文 化 ・ 科 学 を 通 し て 平
和 構 築 を 目 指 す 機 関 で あ る こ と が 論 じ ら れ た。 本 部 で の 組 織 全 体 の 事 業 活 動 の 企
画 調 整、 教 育 局 の “ 万 人 の た め の 質 の 高 い 教 育 ” と い う 中 期 戦 略 包 括 的 目 標 の 策
定 プ ロ セ ス と 事 業 活 動 が、 ジ ェ ン ダ ー 平 等 に 焦 点 を あ て て 紹 介 さ れ た。 菅 野 氏 の
勤 務 し た ア ジ ア 太 平 洋 地 域 事 務 所 で の 地 域 レ ベ ル の 社 会 科 学 分 野 や 女 性 学 関 連 の
事 業 活 動、 ネ パ ー ル ・ カ ン ト リ ー オ フ ィ ス で の 技 術 ・ 資 金 協 力 や 能 力 開 発 支 援 が
論 じ ら れ た。 特 に ネ パ ー ル に 関 し て は 最 貧 国 で 最 近 ま で は 紛 争 国 で あ っ た 多 民 族
国 家 と し て の 難 し さ を 背 景 に 格 差 や 差 別 の な い 教 育 の 普 及 と 文 化 遺 産 保 護、 報 道
や 言 論 の 自 由、 紛 争 後 支 援 や 危 機 管 理 に 重 点 を 置 い た 活 動 の 重 要 性 が 強 調 さ れ
た。 今 後 の 課 題 と し て、 氏 は 貧 困 の 撲 滅 を 目 指 し た ミ レ ニ ア ム 開 発 目 標 (MDG) か
ら 維 持 可 能 開 発 目 標 (SDG) へ の 質 的 転 換 の 中 で 様 々 な 社 会・経 済 的 格 差・不 平 等、
気 象 変 動 等 の 国 境 を こ え た 問 題 に タ ー ゲ ッ ト を 絞 り、 真 剣 に 取 り 組 む 必 要 が あ る
と 説 い た。 特 に ジ ェ ン ダ ー 平 等 と 持 続 可 能 性 に つ い て は 今 後 の 挑 戦 す べ き 課 題 と
述 べ て 講 義 を 締 め く く っ た。
（文 責 　 宍 戸 恒 信）
*　学会ニュース 198 号（2016.4.1）より転載
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＜ プ ロ フ ィ ー ル ＞
菅 野 　 琴 （か ん の 　 こ と）
国 立 女 性 教 育 会 館 客 員 研 究 員、 関 西 学 院 大 学 総 合 政 策 学 部 特 別 客 員 教 授。
1982 年 ト ロ ン ト 大 学 社 会 学 博 士 課 程 よ り ユ ネ ス コ 就 職。 ユ ネ ス コ ア ジ ア 太 平
洋 地 域 事 務 所 （バ ン コ ク） 社 会 人 文 科 学 課 ア ソ シ エ ー ト エ ク ス パ ー ト、 及 び
ユ ネ ス コ 本 部 信 託 基 金 課 を 経 て、 教 育 局 基 礎 教 育 部 国 連 女 子 教 育 担 当 専 門 官 と
し て、 教 育 局 ジ ェ ン ダ ー フ ォ ー カ ル ポ イ ン ト と な る。2003-07 年 駐 ネ パ ー ル ユ
ネ ス コ 代 表 カ ト マ ン ズ 所 長。2007 年 退 職。 ユ ネ ス コ 時 代 か ら 現 在 ま で 通 し て
教 育 に お け る ジ ェ ン ダ ー イ ク オ リ テ ィ を 追 求。
